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第２節 地域振興課 

 

   〔総括概要〕 

 

地域振興課の主な分掌事務は、地域自治区の連絡及び調整関係並びに地域のまち

づくり関係である。 

地域自治区の連絡及び調整関係については、合併に伴い大平、藤岡及び都賀地域

に設置された地域自治区における地域協議会委員の選任、第１回地域協議会の開催

及び地域協議会合同研修の実施並びに区長の選任に関する事務を行なった。 

地域のまちづくり関係については、「わがまち自慢」推進事業を実施するととも

に、地域まちづくり講演会を開催した。 

 

地域振興担当 

 

１ 地域自治区の連絡及び調整 

(1) 各種会議 

地域自治区制度の円滑な運用を図るため、各種会議を開催した。 

地域自治区に係る検討会議 ４回 

地域自治区制度担当者連絡調整会議  ４回 

地域自治区長連絡会議 １回 

(2) 地域協議会委員の選任 

地域自治区の区域に住所を有する者で、次に掲げるもののうちから各地域協議会１

５名ずつ委員を選任した。なお、公募委員については、栃木市地域自治区地域協議会

公募委員選考実施要綱に基づき募集し、副市長、企画部長、当該地域自治区の事務所

の次長及び学識経験者で構成する選考会議において選定された者を選任した。 

委員の任期は、平成２２年７月２６日から平成２５年３月３１日までである。 

・地域自治区の区域内の公共的団体が推薦する者 

・学識経験を有する者 

・公募に応じた者 

(3) 第１回地域協議会の開催 

第１回地域協議会を開催し、委嘱状交付、正副会長の選出及び地域自治区制度に関

する説明等を行うとともに、区長について意見を求めた。 

なお、第２回以降の地域協議会については、各総合支所地域振興課が事務局となり、

開催している。 

大平町地域協議会 平成２２年７月２８日（水） 午後６時３０分から 

藤岡町地域協議会 平成２２年７月２８日（水） 午前１０時から 

都賀町地域協議会 平成２２年７月２６日（月） 午後１時３０分から 

 (4) 地域協議会合同研修会の開催 

地域自治組織による具体的なまちづくり事例や、まちづくりの主体となる地域住民
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と行政の協働のありかたなどについて研修を行った。 

   ・期  日   平成２３年１月２０日 

   ・会  場   栃木保健福祉センター 

   ・講  師   宇都宮大学国際学部・大学院国際学研究科 中村 祐司 教授 

   ・講演テーマ  「地域自治組織によるまちづくり」 

   ・参加実績   ５８人 

(5) 区長関係 

第１回地域協議会で出された意見を尊重し、９月１日付で地域自治区の区長を選任

した。なお、任期は、平成２２年９月１日から平成２４年３月３１日までである。 

・大平町区長 堤 正美 

・藤岡町区長 桜井 均 

・都賀町区長 小平 守 

 

２ 「わがまち自慢」推進事業 

  単独市町村事業として、地域の自然、歴史、文化等の資源を活かした市民参画による

まちづくり（エコミュージアム）を行い、地域の魅力の創出と活性化を図るため、また、

交流連携枠事業として、東武線を活用し地域が連携し、交流機会の拡充や来訪者の増加

による地域活性化を図るため、県事業である「わがまち自慢」推進事業を実施した。 

(1) 単独市町村事業                         

事業名（事業主体） 事業内容 事業費(円) 県交付金(円)

とちぎ「特産品づくり事業」 

（栃木市農村女性会議） 

地域特産品を活用した菓子等

の特産品開発・生産・販売・

加工技術向上研修等を行っ

た。 

250,000 125,000

吹上いぶきの里づくり事業 

（吹上地区まちづくり協議

会） 

いぶきの里まつりの開催、地

誌編さん、広報紙の発行等を

行った。 

300,000 150,000

フィルムコミッション事業 

（とちぎえ～ぞ～支援隊） 

映画等のロケ撮影誘致、支援

のための情報発信、エキスト

ラ募集等を行った。 

150,000 75,000

藤岡サマーフェスタ 

（藤岡サマーフェスタ実行

委員会） 

藤岡地域の「夏の風物詩」と

して、住民手作りのサマーフ

ェスタを実施した。 

1,400,000 700,000

産業祭開催事業（産業祭実行

委員会） 

各種地域住民団体や一般住民

から参加者を募り、農業・商

工業・その他の各部門ごとに

趣向を凝らしたブース展示を

実施した。 

1,600,000 800,000

ふじおかブランド創生事業 「ふじおかブランド」を広く 342,510 171,255
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（栃木市） 周知するため、既存ブランド

品の販路拡大並びに広報宣伝

を行った。 

つがブランド創生事業 

（栃木市） 

都賀地域の資源を活かし、地

域のイメージアップと観光・

産業を通した地域全体の活性

化を図るため、既存都賀ブラ

ンドのＰＲを実施した。 

35,700 17,850

つがの里再生事業 

（栃木市） 

観光拠点である「つがの里」

を再生するため、農村レスト

ラン「桔梗」の設備改修等を

実施した。 

1,741,070 779,815

合 計  5,819,280 2,818,920

(2) 交流連携枠事業                        

事業主体 事業内容 事業費(円) 県交付金(円)

東武日光・鬼怒川線沿線活性

化連絡協議会 

沿線地域の資源を取りまとめ

た「地域情報誌」の発行 
60,000 30,000

 
３ 地域まちづくり講演会 

 地域資源を活かしたまちづくりや地域課題の解決手法などについて学識経験者による

講演を行うとともに、自発的にまちづくりに取組んでいる団体の活動事例発表を行った。 

  ・期  日   平成２３年３月１０日 

  ・会  場   大平公民館 

  ・講  師   宇都宮大学国際学部・大学院国際学研究科 中村 祐司 教授 

  ・講演テーマ  「地域のまちづくりを考える」 

  ・事例発表   皆川地区街づくり協議会 

          ＮＰＯ法人太平山南山麓友の会 

  ・参加実績   １１３人 

 


